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「
企
業
参
入
」
進
め
る
規
制
改
革
会
議

国
連
の
進
め
る
「
家
族
農
業
10
年
」
に
逆
行

代
表
理
事
組
合
長　

矢
　
﨑
　
和
　
廣

②

政
府
方
針
に
沿
っ
た
規
制
改
革
会
議

2
月
10
日
、
政
府
の
規
制
改
革
会

議
は
、
農
林
水
産
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ（

座
長=

佐
久
間
総
一
郎
日
本
製

鉄
常
任
顧
問）

を
開
き
、
新
規
就
農

の
支
援
策
に
つ
い
て
農
水
省
か
ら
聴

取
し
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
個
人
単
位
で
新
規
就

農
を
促
す
よ
り
も
企
業
の
農
業
参
入

を
推
進
し
、
農
地
制
度
も
見
直
し
た

方
が
良
い
と
す
る
意
見
が
多
数
出
た

と
言
い
ま
す
。

　

規
制
改
革
で
は
、
以
前
よ
り
株
式

会
社
が
農
地
取
得
を
出
来
る
よ
う
に

求
め
て
き
た
経
過
が
あ
り
、
新
規
就

農
支
援
を
盾
に
農
地
制
度
見
直
し
を

含
め
た
企
業
の
農
業
参
入
が
議
題
に

な
る
可
能
性
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま

す
。

企
業
参
入
が
進
む
一
方
で

　

農
業
に
お
け
る
企
業
参
入
は
、
政

府
農
業
政
策
で
の
「
農
業
の
成
長
産

業
化
」
を
前
提
に
進
ん
で
お
り
、
一

方
で
は
家
族
経
営
を
支
え
る
制
度
を

廃
止
し
、
縮
小
さ
せ
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
で
も
毎
年
約
20
件
の
企
業

新
規
参
入
が
あ
り
、
国
な
ど
の
手
厚

い
支
援
に
よ
っ
て
施
設
を
は
じ
め
大

規
模
な
事
業
が
実
施
さ
れ
、
野
菜
を

中
心
に
合
計
80
名
を
超
え
る
人
た
ち

が
新
た
に
農
業
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

大
分
県
の
単
年
度
農
業
新
規
参
入

者
の
内
、
約
半
数
が
こ
の
よ
う
な

企
業
で
働
く
従
業
員
も
入
っ
て
お
り
、

雇
用
に
対
す
る
補
助
金
も
含
め
、
企

業
の
農
業
参
入
は
実
践
し
や
す
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
方
で
企
業
は
儲
か
ら

な
い
と
判
断
す
れ
ば
撤
退
す
る
と
い

う
側
面
も
持
っ
て
い
ま
す
。
実
態
と

し
て
約
一
割
が
事
業
の
廃
止
を
し
て

い
ま
す
。

　

家
族
農
業
も
同
じ
で
す
が
、
そ
も

そ
も
の
生
業
と
産
業
の
違
い
の
よ
う

に
規
模
も
考
え
方
も
違
い
ま
す
。

　

企
業
参
入
は
始
め
る
規
模
が
大
き

い
だ
け
に
廃
業
、
撤
退
す
れ
ば
後
に

地
域
と
し
て
も
大
き
な
問
題
と
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。

　

政
府
が
推
進
す
る
成
長
産
業
化
と

し
て
の
農
業
で
品
目
を
絞
っ
た
り
、

一
つ
の
生
産
に
集
中
す
る
と
い
う
農

業
の
専
門
特
化
は
、
一
方
で
は
リ
ス

ク
も
高
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

家
族
農
業
の
必
要
性

　

そ
の
よ
う
な
中
、
実
態
と
し
て
農

業
後
継
者
不
足
や
農
地
の
荒
廃
が
進

ん
で
い
る
の
も
事
実
で
あ
り
、
企
業

の
農
業
参
入
や
農
地
の
集
積
等
も
大

事
で
す
が
、
そ
も
そ
も
家
族
農
業
や

小
規
模
農
業
が
出
来
な
く
な
っ
て
い

る
農
政
を
転
換
し
な
け
れ
ば
「
農
業

の
成
長
産
業
化
」
政
策
さ
え
も
行
き

詰
り
ま
す
。

　

世
界
中
で
農
業
の
大
規
模
化
が
進

む
中
、
国
連
は
２
０
１
９
年
～
２
０

２
８
年
の
10
年
間
を
「
家
族
農
業
の

10
年
」
と
し
、
﹃
小
農
﹄
に
注
目
す

る
よ
う
に
促
し
て
い
ま
す
。

　

「
家
族
農
業
」
に
つ
い
て
﹃
家
族

農
業
が
世
界
の
未
来
を
拓
く
﹄（

農

文
協）

の
書
籍
で
は
、

①　

世
界
の
農
業
の
₉
割
は
家
族

農
業
で
あ
る
。

②　

世
界
の
飢
餓
の
解
消
に
は
こ

れ
へ
の
支
援
し
か
な
い
。

③　

小
規
模
農
業
は
工
業
的
大
規

模
農
業
に
較
べ
て
土
地
生
産
性

が
高
い
。

④　

各
国
、
各
民
族
の
芸
能
文
化

の
継
承
者
で
あ
り
、
民
族
の
ふ

る
さ
と
で
あ
る
。

⑤　

農
業
の
専
門
特
化
は
リ
ス
ク

を
高
め
る
。

　

と
報
告
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
、

世
界
に
と
っ
て
「
家
族
農
業
」
は
推

進
し
て
も
廃
止
し
て
は
な
ら
な
い
も

の
で
す
。

政
府
の
間
違
っ
た
理
解

　

世
界
の
農
業
の
9
割
が
家
族

農
業（

日
本
は
₉8
％
以
上
を
占

め
る）

で
あ
り
、
面
積
で
も

世
界
的
に
は
５
ʰａ
以
下
は
₉₅
％

（

２
０
１
５
年）

に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
点
か
ら
も
日
本
の
農
業
だ
け

が
零
細
で
競
争
力
が
低
い
の
で
は
な

く
、
世
界
で
も
そ
の
事
が
一
般
的
な

の
で
す
。
特
に
米
国
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
な
ど
の
よ
う
な
大
き
な
と
こ
ろ

と
ば
か
り
比
較
す
る
の
で
「
日
本
農

業
は
零
細
で
競
争
力
が
低
い
」
と
い

う
事
に
な
る
の
で
す
。

　

日
本
の
農
業
が
ど
の
よ
う
に
進
む

の
か
は
、
国
連
を
は
じ
め
世
界
で
も

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
政
府
は
「
家
族
農
業
10
年
」

を
否
定
こ
そ
し
ま
せ
ん
が
、
農
業
政

策
は
明
ら
か
に
逆
行
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
必
ず
上
げ
る
と
言
っ
て

き
た
食
料
自
給
率
は
、
い
よ
い
よ
カ

ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
で
₃₇
％
ま
で
落
ち
込

ん
で
い
ま
す
。
国
民
が
生
き
て
行
く

た
め
の
食
べ
物
の
₆₃
％
は
輸
入
食
品

で
あ
る
の
が
実
態
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
の
一
方
で
食
品
ロ
ス

の
問
題
も
深
刻
で
す
。
日
本
の
食
品

廃
棄
は
年
間
６
︐
０
０
０
万
ト
ン
を

超
え
、
国
連
が
飢
餓
地
域
に
食
料
支

援
し
て
い
る
量
の
２
倍
に
な
る
と
い

い
ま
す
。

　

こ
の
実
態
に
対
し
、
政
府
は
「
食

品
ロ
ス
削
減
推
進
法
」
を
昨
年
６
月

に
制
定
し
ま
し
た
が
、
そ
も
そ
も
自

国
で
生
産
出
来
る
の
に
そ
れ
を
せ
ず
、

飢
餓
で
苦
し
ん
で
い
る
人
々
に
回
る

べ
き
食
料
を
高
く
買
っ
て
く
れ
る
日

本
に
諸
外
国
は
輸
出
す
る
と
い
う
事

態
で
す
。

　

長
き
に
亘
る
農
業
政
策
に
よ
っ
て

家
族
農
業
が
行
き
詰
ま
り
、
「
成
長

産
業
化
」
と
言
い
な
が
ら
大
規
模
農

業
の
み
を
推
進
し
、
世
界
の
飢
餓
の

減
少
を
邪
魔
し
て
い
る
の
が
日
本
で

す
。

家
族
農
業
に
寄
り
添
う
農
協

　

「
家
族
農
業
」
に
寄
り
添
っ
て

「
家
族
農
業
」
と
共
に
発
展
し
、
地

域
に
役
立
つ
存
在
が
「
農
協
」
で
す
。

　

﹃
日
本
の
農
家
の
₇0
％
を
占
め
る

兼
業
農
家
が
副
収
入
と
し
て
農
産

物
を
生
産
・
出
荷
し
、
農
協
が
お
手

伝
い
を
す
る
。
兼
業
農
家
、
家
族
農

業
で
地
域
を
保
全
・
管
理
し
、
農
協

が
農
家
の
生
産
や
生
活
の
役
に
立

つ
。
﹄
そ
う
や
っ
て
下
郷
農
協
も
地

域
に
根
ざ
し
、
地
域
と
と
も
に
生
き

残
っ
て
い
き
ま
す
。



③

地
方
再
生
の
ヒ
ン
ト
（
46
）

ゲ
ノ
ム
編
集
は
、
遺
伝
子
組
み
換
え
と
判
断
し
た
Ｅ
Ｕ
、

一
方
、
表
示
義
務
さ
え
な
く
導
入
を
急
い
だ
日
本

ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
●
島
村
菜
津

地
域
を
豊
か
に

　

そ
の
昔
、
ペ
ル
ー
の
「
イ
モ
類
研

究
所
」
の
ジ
ー
ン
バ
ン
ク
の
入
り
口

で
、
も
ろ
刃
の
剣
の
レ
リ
ー
フ
装
飾

を
指
さ
し
な
が
ら
、
一
人
の
学
者
が

こ
う
言
い
ま
し
た
。

　

「
科
学
技
術
は
も
ろ
刃
の
剣
で
す
。

使
い
方
次
第
で
は
人
類
を
幸
福
に
も

す
れ
ば
、
災
い
を
も
た
ら
し
も
し
ま

す
。
こ
こ
で
働
く
研
究
者
た
ち
は
、

そ
の
こ
と
を
日
々
、
肝
に
命
じ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
」

　

昨
今
の
ゲ
ノ
ム
編
集
を
巡
る
報
道

を
見
て
い
る
と
、
そ
の
言
葉
を
し
き

り
に
思
い
出
し
ま
す
。

　

米
国
で
、
ゲ
ノ
ム
編
集
さ
れ
た
小

麦
と
大
豆
の
販
売
が
認
可
さ
れ
た
の

は
、
ま
だ
２
０
１
８
年
の
こ
と
。
国

内
で
も
血
圧
を
下
げ
る
ト
マ
ト
、
筋

肉
が
４
倍
の
マ
ダ
イ
、
ア
レ
ル
ギ
ー

物
質
の
少
な
い
卵
、
芽
に
毒
の
な
い

ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
が
、
昨
年
10
月
か

ら
店
頭
に
並
び
ま
し
た
。

　

ま
だ
安
全
性
は
十
分
に
保
証
さ
れ

て
お
ら
ず
、
食
べ
た
く
な
い
人
が
い

て
も
、
日
本
で
は
表
示
義
務
さ
え
あ

り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
昨
年
９
月
1₉
日

に
決
定
し
た
の
は
消
費
者
庁
で
す
。

遺
伝
子
を
壊
し
た
り
、
置
き
換
え
る

ゲ
ノ
ム
編
集
は
、
従
来
の
品
種
改
良

と
変
わ
ら
ず
、
他
の
生
物
の
遺
伝
子

を
挿
入
す
る
遺
伝
子
組
み
換
え
と
は

違
う
と
い
う
の
が
理
由
で
す
。
米
国

の
主
張
も
同
じ
。
と
こ
ろ
が
欧
州
連

合
（
Ｅ
Ｕ
）
議
会
は
、
一
昨
年
、
ゲ

ノ
ム
編
集
を
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品

と
同
じ
と
見
な
し
規
制
し
て
い
く
方

針
を
決
議
し
ま
し
た
。

　

日
本
政
府
は
な
ぜ
ゲ
ノ
ム
編
集
食

品
の
導
入
を
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
た
の

で
し
ょ
う
？　

一
国
民
と
し
て
、
納

得
で
き
ま
せ
ん
。
例
え
ば
将
来
、
体

に
無
害
ら
し
い
と
い
う
結
果
が
出
た

と
し
て
も
、
私
は
、
農
家
と
生
命
産

業
が
、
大
手
企
業
に
高
度
に
管
理
さ

れ
て
い
く
こ
と
や
、
生
態
系
へ
の
負

の
イ
ン
パ
ク
ト
を
懸
念
し
て
い
ま
す
。

「
安
心
・
安
全
」
を
う
た
う
食
品
が
、

環
境
に
負
荷
を
与
え
、
ア
レ
ル
ギ
ー

や
疾
病
を
増
大
さ
せ
る
の
で
は
話
に

な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

昨
年
10
月
、
「
日
本
の
種
子
を
守

る
会
」
の
会
合
が
、
元
農
水
大
臣
で

弁
護
士
の
山
田
正
彦
氏
の
事
務
所
で

開
か
れ
ま
し
た
。
遺
伝
子
組
み
換
え

作
物
を
巡
る
世
界
の
動
き
に
通
じ
た

印
鑰
（
い
ん
や
く
）
智
哉
氏
も
同
席

さ
れ
、
一
同
の
合
点
が
い
っ
た
の
は
、

グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
と
セ
ッ
ト

販
売
の
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
に
は

も
う
火
が
付
い
た
今
、
バ
イ
オ
産
業

が
次
に
望
み
を
託
し
た
の
が
ゲ
ノ
ム

編
集
食
品
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
。

　

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
に
つ
い
て

は
、
こ
の
数
年
、
米
国
で
も
動
向
が

急
変
、
批
判
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
₇0
代
の
夫
婦
が
、
自
宅
の
庭
に
グ

リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草
剤
を
散
布
し
続

け
た
こ
と
で
が
ん
を
発
症
し
た
と
訴

え
ま
す
。
す
る
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
の
裁
判
所
は
、
そ
の
因
果
関
係
を

認
め
、
販
売
者
の
モ
ン
サ
ン
ト
社

（
こ
れ
を
買
収
し
た
バ
イ
エ
ル
社
）

に
対
し
、
総
額
２
２
６
０
億
円
も
の

支
払
い
を
命
じ
る
判
決
を
下
し
た
の

で
す
。
モ
ン
サ
ン
ト
社
の
敗
訴
は
３

件
目
で
、
米
国
だ
け
で
同
様
の
訴
訟

は
約
５
万
件
控
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

同
国
の
消
費
者
た
ち
の
声
を
反
映
し

た
象
徴
的
金
額
で
、
Ｅ
Ｕ
で
も
２
０

２
４
年
か
ら
グ
リ
ホ
サ
ー
ト
系
除
草

剤
の
販
売
を
禁
止
予
定
で
す
。
一
方
、

日
本
で
は
、
厚
生
労
働
省
が
発
が
ん

性
を
認
め
ら
れ
な
い
と
し
、
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
ラ
ベ
ル

で
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
春
、
会
員
約
₄0
万
人
の
「
生

活
ク
ラ
ブ
」
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品

は
扱
わ
な
い
と
発
表
。
近
く
、
こ
の

動
き
に
さ
ら
に
大
き
な
消
費
者
団
体

や
大
手
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン
店
な
ど

も
賛
同
す
る
だ
ろ
う
と
い
う
見
通
し

も
あ
り
ま
す
。
ゲ
ノ
ム
編
集
が
、
絶

望
的
だ
っ
た
難
病
の
治
療
な
ど
に
貢

献
す
る
こ
と
は
認
め
ま
す
が
、
「
も

ろ
刃
の
剣
」
の
教
え
を
、
す
べ
て
の

研
究
者
に
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
も
の

で
す
。

『ゲノム編集の光と闇』青野由利著。加速
するゲノム研究の裏側を分かりやすく解説＝
2019年2月刊・ちくま新書（左）と『売り渡
される食の安全』山田正彦著。種子法廃止を
受け、種子条例を制定した11道県の動きなど
食の安全を巡る国内外の近年の動向を報告＝
2019年８月刊・角川新書。年末には、米国の
市民団体代表のゼン・ハニーカット氏が来日、
12月２日の東京を皮切りに、全国７カ所を回
り、米国の食を巡る現状などを報告した。

島村　菜津（しまむら　なつ）ノンフィクション作家。1963年生まれ。東京芸術大学美術学部イタリア美術
史卒。イタリアでの留学経験をもとに『スローフードな人生』（新潮社）を上梓、日本にスローフードの考え
を紹介する。『スローな未来へ』（小学館）『そろそろスローフード』（大月書店）『スローシティー』（光
文社）など著書多数。新刊に共著の『ジョージアのクヴェヴリワインと食文化』（誠文堂新光社）。

※JA広報通信2019年12号より
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⑥

「
活
き
た
情
報
提
供
の
体
制
を
」

生
産
者
が
農
政
推
進
本
部
長
と
現
地
で
意
見
交
換

会
員
同
士
の
交
流
の
場

大
地
の
会
が
農
協
食
材
使
い
「
料
理
会
」

　

1
月
20
日
、
大
分
県
農
協
農
政
推

進
本
部
の
二
宮
伊
作
本
部
長
（
Ｊ
Ａ

大
分
中
央
会
会
長
）
が
、
下
郷
農
協

か
ら
選
出
の
同
本
部
生
産
者
委
員
・

玉
麻
農
夫
男
さ
ん
を
訪
ね
意
見
交
換

し
ま
し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、

平
成
28
年
度
か
ら
県
下

各
Ｊ
Ａ
単
位
で
実
施
し

て
い
た
集
合
会
議
形
式

の
意
見
交
換
会
に
代
り
、

県
内
の
各
生
産
者
委
員

の
圃
場
な
ど
で
農
業
生

産
現
場
の
声
を
直
接
聴

き
取
り
、
同
本
部
の
今

後
の
農
政
活
動
と
事
業

運
営
の
活
性
化
を
図
り
、

生
産
者
の
所
得
向
上
を

目
的
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

意
見
交
換
で
は
中
山

間
地
域
で
の
担
い
手
不

足
や
集
落
営
農
の
課
題
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
や
行
政

機
関
の
営
農
指
導
体
制

構
築
に
よ
る
生
産
者
へ

の
活
き
た
情
報
提
供
の

重
要
性
な
ど
を
要
望
、

　

2
月
2
日
、
え
～
る
ピ
ア
久
留
米

で
産
直
大
地
の
会
久
留
米
（
緒
方
忠

臣
代
表
）
の
会
員
さ
ん
ら
20
名
が
集

ま
り
料
理
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

年
間
の
恒
例
行
事
で
、
日
ご
ろ
会

え
な
い
会
員
同
士
や
生
産
者
と
の
楽

し
い
交
流
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
年
の
料
理
テ
ー
マ
は
「
中
華
」

で
、
マ
ー
ボ
ー
豆
腐
・
油
淋

鶏
・
棒
々
鶏
・
酢
豚
な
ど
の

料
理
を
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
レ
シ
ピ
を
確
認
し
な
が
ら

調
理
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
会
場
で
の
即

売
用
に
農
協
が
用
意
し
た
野

菜
を
使
っ
て
、
即
席
で
ス
ー

プ
や
炒
め
も
の
を
作
る
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
メ
ニ
ュ
ー
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

　

調
理
後
に
は
食
事
会
を
開

き
、
作
っ
た
料
理
を
試
食
し

出
来
栄
え
を
評
価
し
な
が
ら

楽
し
く
交
流
し
ま
し
た
。

　

料
理
会
に
は
初
め
て
参
加

し
ま
し
た
が
、
会
員
の
み
な

さ
ん
と
て
も
手
際
が
良
く
て

圧
倒
さ
れ
っ
ぱ
な
し
で
、
さ

「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
大
分
の
ト
ッ
プ
層

が
農
業
・
農
村
の
抱
え
る
問
題
を
打

開
す
る
た
め
現
場
に
出
向
く
取
り
組

み
は
重
要
。
」
と
玉
麻
さ
ん
は
話
し

て
い
ま
し
た
。

（
ｆ
）

す
が
プ
ロ
（
主
婦
）
と
感
じ
ま
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
料
理
も
農
協
食
材

の
良
さ
を
十
分
に
引
き
出
し
て
い
て
、

大
変
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
機
会
が
あ
れ
ば
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
消
費
者
の
み
な
さ
ん

と
親
睦
を
深
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
企
画
部
お
客
様
セ
ン
タ
ー
）

現地圃場で意見を交わす玉麻委員（左）と二宮本部長

農協食材で「中華料理」に挑戦する産直の会員さん



⑦

知って得する！農業者年金
農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金
「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

■　農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！

■　一定の要件を満たす方には、
　　　　　月額最大1万円の保険料補助

■　加入で大きな節税効果！
　　　保険料は全額社会保険料控除の対象
※農業者年金の加入は、
「国民年金第1号被保険者であること」
　「年間60日以上農業に従事していること」
　「60才未満であること」
　の3つの要件を満たしている必要があります。
※詳しくは、お近くの農業委員会、又はJAへ！

人　権　の　話
～私を変えた一言～

リハビリ施設を訪問したときのお話です。
施設内を見学してトレーニングルームに入った時です。
病室ではまぶしいほどの笑顔で迎えてくれた少女が、
歯を食いしばってトレーニングをしていました。

帰りに「がんばって」と声をかけました。
するとその少女は、一瞬、悲しい目をしてこう言いました。
「私ね、毎日、毎日…毎日頑張ってるよ。これ以上どう頑張れって言うの…」

その言葉を聞いた瞬間、「はっ」としました。
毎日頑張っている人の一瞬を垣間見ただけで
全てがわかったような気になっている自分を恥じました。
テレビを見ているとき、おやつを食べているときにも、
一生懸命努力している人がいることに気づいて以来、
時間を作ってはボランティア活動に精を出すようになりました。

私たちは、頭の中では「人に優しく」「思いやりを持って」などと
理解していますが、
肝心なのは行動に移すことです。

思いやりの行動が春の芽吹きのように街中に広がっていくよう、
身近なことからなにか始めてみませんか。

大分県生活環境部人権・同和対策課発行
「心ひらいて」より



⑧

直通電話　0979-56-2225　営業時間　平日　8:30～18:30　土・日・祝日　8:30～17:00

購買
ふれあいの店
インフォメーション

＊3月14日（土）
ホワイトデー企画

ご来店いただいたお客様へ「ハートの

おからクッキー」をプレゼント（数量

限定）します。

日頃の感謝をハート♡に込めてお渡し

します(*^^)v
ホワイトデー特設コーナーも設置しま

すので、ぜひご利用ください。下郷農

協商品の詰合せでお返しはいかがでし

ょうか!?ラッピングも可能ですのでお

気軽に店員にお声かけください。

＊新入学の準備は農協で!!
体操服（名前入れ可能・事前予約が必要です）、赤白帽子、通学帽子、上靴、筆記用具　などなど　ふれあいの店で購入が出来ます。
ご不明な点がございましたら店員にお声かけください。

３月28日㈯のポイント

２倍デー情報!!

もうすぐお花見シーズン到来!!桜の木の下でお
花見はいかがでしょうか？
そこで、お花見バーベキューセットを企画します。
黒毛和牛（カルビ450ｇ）・耶馬溪黒豚（バラ
焼肉450ｇ）・ウインナー（150ｇ×1袋）の
セット企画を通常価格の約２割引きの4,500円
で販売します。
要予約になりますので、3月26日㈭まで店頭で
ご予約をお願いします。

休業のお知らせ
購買部ふれあいの店は、
４月１日（水）
決算棚卸のため、

休業とさせていただきます。

節分企画、バレンタインデー企画大変好評いただきました!!
節分企画では、ご来店頂いたお客様へ節分豆をプレゼントしました。また、バレンタインデー企画では、ご来店頂いた男性のお客様へチョコレートをプレゼントしました。どちらの企画もお客様から「うれしい!!ありがとう!!」などのお言葉をいただきました。ご来店いただいたお客様がち

・

ょ
・

こ
・

っ
・

と幸せな気分になれるようにこれからも色々な企画を行います。



⑨

理事会だより
　１月29日、第10回定例理事会を開催しましたので、議案および協議内容の一部概要をお知らせし
ます。

報告事項　①葬儀施行委託契約について
　　　　　②その他

第一号議案：12月決算承認の件について
第二号議案：財務改善計画書の承認について

・報告事項の葬儀施行委託契約については、昨今の組合員葬儀事情および葬儀用の近隣行政施設、
農協葬儀人員体制等を勘案し、下郷農協と（有）中津葬儀社（本耶馬渓町樋田の「あすか本耶馬
渓斎場」）で葬儀施行委託の契約締結協議を行い、組合員ニーズに応えられるための対応を進め
ていることが報告されました。
・第一号議案の12月決算承認の件については、事業利益6,993千円の計画に対し△15,406千円で
22,399千円の未達成となりました。事業利益は計画対比で、収益部門のうち診療所2,086千円・
購買534千円が達成、貸付5,405千円・販売商品3,917千円・食肉3,488千円・販売2,398千円・惣
菜1,834千円・農産1,822千円・牛乳1,779千円・共済1,582千円等が未達成となりました。
・第二号議案の財務改善計画書の承認については、大分県より2018（平成30）年度業務報告書にお
いて、農協法に定める自己資本の基準を満たしていないとして財務改善計画の提出を求められた
ため、新たに策定した計画書を理事会付議し承認を受けました。
・その他の事項では、1982（昭和57）年７月に敬老年金支給規程を制定し、その年の第26回下郷農
協まつりから支給が始まった「敬老年金」について、昨今の社会的状況を踏まえ支給条件を「60
歳」から「65歳」に年齢条件を引き上げる規程変更を検討、組合員（３月開催の一斉集落常会
等）から広くご意見を伺いながら合意形成を図り規程変更の手続きを進める事としました。

読者からのメッセージご紹介
皆様のあいさつ（新年号）で前向きな姿勢
を感じました。また、新年の作法をあらた
めて読みました。

（八幡東区　K様）

安心・安全な商品をいつもありがとうござ
います。乳製品・豆腐がおいしくて人気が
あります。下郷の配達のトラックをみて
「なつかしい」と会員が増えました。遠い
ところをいつも配達ありがとうございます。
これからもよろしくお願いします。

（北九州市若松区　O様）

下郷診療所からのお知らせ
3月15日（日）9:00～17:00

は日曜当番医です。TEL:56-2361



下
郷
農
協

№
703

●
発
行
／
下
郷
農
業
協
同
組
合
〒
871‒0431

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町
大
字
大
島
２
１
５
－
４

TEL
0979-56-2222

FAX
0979-56-3117

http:⁄⁄shop.
sim
ogonokyou.

or.
jp／
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ

ー掲
載
中

タ
テ
の
カ
ギ

１　

成
長
す
る
と
鶏
に
な
り
ま
す

３　

太
陽
が
東
か
ら
昇
る
時
分

６　

車
の
方
向
指
示
器
の
こ
と

８　

事
故
な
ど
を
現
場
に
居
合
わ
せ
て
直
接
見

る
こ
と

10　

工
業
―
―
。
―
―
社
会
。
―
―
政
党

11　

地
震
、
雷
、
火
事
、
―
―

13　

真
ち
ゅ
う
や
ス
テ
ン
レ
ス
、
は
ん
だ
な
ど

の
こ
と

14　

雑
巾
を
用
意
し
て
年
度
末
の
―
―
を
し
た

16　

版
画
を
刷
る
と
き
に
使
い
ま
す

17　

旧
暦
３
月
の
異
称
で
す

ヨコのカギ
１　ひな人形に供える角張った食べ物
２　守備の反対語
３　サンとゴの間
４　兵庫県の郷土料理。地元では卵焼きとも呼
ばれます

５　Ａ、Ｂ、Ｃ……と数えて11番目
７　走ると切れることも
９　京の着倒れ、大阪の――
11　白井義男は日本人初のボクシング世界――
です

12　骨と骨とをつなぎます
13　白米を量るときに使う単位の一つ
14　父や母の姉妹です
15　――して得取れ

パ
ズ
ル
？
　
頭
の
体
操

Ｑ　

二
重
マ
ス
の
文
字
を
Ａ
〜
Ｆ
の
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は
何
で
し
ょ
う
か
？

読者
プレゼント

解
答
は
次
号
で

《
数
独
の
ル
ー
ル
》

①
空
い
て
い
る
マ
ス
に
、
１
か
ら
９
ま
で
の
数

字
の
ど
れ
か
を
入
れ
ま
す
。

②
タ
テ
列
（
９
列
）
、
ヨ
コ
列
（
９
列
）
、
太

線
で
囲
ま
れ
た
３
×
３
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
そ
れ

ぞ
れ
９
マ
ス
あ
る
ブ
ロ
ッ
ク
が
９
つ
）
の
い

ず
れ
に
も
１
か
ら
９
ま
で
の
数
字
が
１
つ
ず

つ
入
り
ま
す
。

数
独
（
す
う
ど
く
）

応
募
方
法

二
重
枠
に
入
っ
た
数
字
の

合
計
は
い
く
つ
？

ＱＱＱ

先月号のこたえ

先月号のこたえ

⑩

　

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
そ

れ
ぞ
れ
一
名
、
下
郷
農
協
の
商
品
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

応
募
締
切
は
二
〇
二
〇
年
三
月
二
十
日

（
必
着
）
で
す
。

①　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え
Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

　
　

（
パ
ズ
ル
？　

頭
の
体
操
の
場
合
）

　
　

ク
イ
ズ
の
こ
た
え　

数
字
の
合
計

　
　

（
数
独
の
場
合
）

②　

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

③　

下
郷
農
協
へ
の
ご
意
見
ご
要
望
な
ど

以
上
を
ご
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
の
方
は

〒
八
七
一
―
〇
四
三
一

　

大
分
県
中
津
市
耶
馬
溪
町　

大
字
大
島

　

二
一
五
―
四

　

下
郷
農
協　

企
画
部　

宛

Ｆ
ａ
ｘ
の
方
は

　

〇
九
七
九
―
五
六
―
二
八
八
九

＊
個
人
情
報
は
他
者
へ
の
開
示
は
一
切
致

し
ま
せ
ん
が
当
選
者
の
み
紙
面
で
公
表

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

当
選
者
に
は
農
協
商
品
を
お
届
け
し
ま
す
。

ふれあいの店に応募箱を
設置しています。
たくさんのご応募

お待ちしています!!

先月号のこたえ　「チョコレート」
当選者

耶馬溪町金吉　松田わき子 様

先月号のこたえ　①＋⑧＝9
当選者

北九州市八幡東区　髙田　環 様




